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ご
あ
い
さ
つ 

暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
こ
の
と
こ
ろ
春
ら
し
い
気
候
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
桜
の
つ
ぼ
み
は
ま
だ

固
い
よ
う
で
す
が
刻
一
刻
と
春
の
足
音
は

近
づ
い
て
い
る
よ
う
で
す
。 

さ
て
３
月
８
日
か
ら
16
日
ま
で
の
九

日
間
、
平
成
17
年
山
北
町
議
会
第
１
回
定

例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
題
は

平
成
17
年
度
当
初
予
算
の
審
議
で
し
た

が
、
新
規
条
例
の
制
定
、
16
年
度
補
正
予

算
な
ど
38
案
件
を
審
議
し
ま
し
た
。 

い
ず
れ
「
議
会
だ
よ
り
」
で
詳
し
く
報

告
さ
れ
ま
す
が
、
速
報
と
し
て
い
つ
も
の

よ
う
に
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

ご
一
読
い
た
だ
い
て
ご
意
見
な
ど
も
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 と

し
は
る
通
信 

川村としはる 
   （俊治） 

幼
児
医
療
費
給
付 

満
５
才
児
ま
で 

幼
児
医
療
費
給
付
は
一
旦
医
療
機
関
に

料
金
を
支
払
っ
た
後
、
町
に
申
請
す
れ
ば

年
間
１
万
円
を
限
度
に
給
付
さ
れ
る
も
の

で
す
。
今
年
の
４
月
か
ら
、
満
５
才
児
ま

で
適
用
さ
れ
る
よ
う
年
齢
を
引
き
上
げ
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
満
３
才
児
ま
で
は
従

り
自
己
負
担
な
し
で
受
診
で
き
ま
す
。 

来
通

 

町
内
循
環
バ
ス
を
運
行 

富
士
急
の
路
線
バ
ス
が
撤
退
し
、平
山
、

越
地
、
宿
地
区
に
影
響
が
出
ま
す
。
町
で

は
生
活
交
通
の
確
保
を
図
る
た
め
、
町
内

循
環
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。 

町
内
循
環
バ
ス
は
山
北
駅
基
点
で
東
部

循
環
、
西
部
循
環
、
南
部
循
環
複
合
の
３

路
線
で
、
各
循
環
と
も
双
方
向
の
６
ル
ー

ト
と
な
り
ま
す
。
小
型
バ
ス
２
台
を
町
が

購
入
し
、
運
行
は
民
間
会
社
に
委
託
し
ま

す
。
バ
ス
に
は
15
の
座
席
が
あ
り
、
25
人

程
度
が
乗
車
で
き
ま
す
。
ま
た
、
リ
フ
ト

を
備
え
車
イ
ス
で
の
乗
降
も
で
き
ま
す
。 
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運
賃
は
２
０
０
円
以
下
で
今
年
の
10

月
〜
12
月
に
運
行
開
始
予
定
で
す
。 

森
林
関
連
や
地
域
情
報
の
提
供
、
森
林

関
連
団
体
の
活
動
及
び
支
援
、
木
材
製
品

の
利
用
促
進
な
ど
の
業
務
を

行
い
ま
す
。
交
流
セ
ン
タ
ー

は
一
般
に
開
放
さ
れ
ま
す
が
、

研
修
ホ
ー
ル
、
ふ
る
さ
と
交

流
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
す
る
者

は
前
も
っ
て
承
認
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

収
益
を
目
的
と
し
て
利
用
す

る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

管
理
は
N
P
O
に
委
託
さ

れ
、12
月
29
日
か
ら
１
月
３

日
の
休
館
を
除
き
、
年
間
を

て
開
館
し
ま
す
。 

【循環バス運行イメージ】 

通
し

 

サ
ン
ラ
イ
ズ
東
山
北 

入
居
者
決
ま
る 

東
山
北
駅
北
側
に
建
設
さ

れ
た
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

（
町
営
住
宅
）
は
「
サ
ン
ラ

イ
ズ
東
山
北
」
と
命
名
さ
れ

25
戸
全
戸
の
入
居
者
が
決

ま
り
ま
し
た
。 

 

    南部循環複合ルート 9.4Km 30分 
完成間近のふるさと

交流センター 
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー 

管
理
条
例
を
制
定 

山
北
駅
北
口
に
建
設
中
の
ふ
る
さ
と
交

流
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
伴
い
管
理
条
例
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。 
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総町
議
す

信
表平

て
お
り
ま
す
が
、
中
で
も
、
三

位
一
体
改
革
を
含
む
地
方
財
政

制
度
改
革
は
、
町
の
財
政
状
況
に
大
き
く

影
響
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
第
４
次
総

合
計
画
中
期
基
本
計
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に
は
、
財

政
基
盤
の
体
質
強
化
に
向
け
、
自
主
的･

主
体
的
な
行
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。 

前
年
度
比

13
％
減 

前
年
度
に
は
減
税
補
て
ん
債
の
一
括
償

還
な
ら
び
に
中
堅
所
得
者
住
宅
建
設
、
清

水
地
域
高
齢
者･

女
性
生
き
が
い
活
動
施

設
建
設
な
ど
の
投
資
的
経
費
が
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
ら
の
終
了
に
よ
り
大
幅
減
額

と
な
り
ま
す
。 

町
税
は
歳
入
の
約
44
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
地
方
交
付
税
の
う
ち
普
通
交
付
税

◇一般会計歳入内訳  （単位

区分 予算額 
町税 2,015,72
地方消費税交付金 107,00
地方交付税 721,00
分担金及び負担金 56,87
使用料及び手数料 162,71
国・県支出金 437,80
繰入金 226,40
繰越金 115,00
諸収入 91,31
町債 377,05
その他 252,82

合計 4,563,71

◇一般

1,448

人件費
 1,453

222

扶助費

212

 3

公
 

17年度

16年度

義務的経費
平成１７年度当初予算 

額
82
億

3454
万
円 

前
年
度
比
9.7
％
減 

長
は
平
成
17
年
度
当
初
予
算
を
審

る
に
あ
た
り
、
概
ね
次
の
よ
う
な
所

明
を
行
い
ま
し
た
。 

成
17
年
度
は
、
第
４
次
総
合
計
画
中

期
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ

り
ま
す
。
本
格
的
な
地
方
分
権

時
代
を
迎
え
て
い
る
中
、
独
自

性
の
あ
る
自
立
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
町

民
参
加
を
促
進
し
、
町
民
と
行

政
の
相
互
理
解
の
も
と
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
自
ら
の
意
思
で
決
定

し
、
責
任
を
持
つ
、
自
立
で
き

る
自
治
体
へ
の
取
り
組
み
が
重

要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

現
在
、
国
に
お
い
て
は
、
本

格
的
な
地
方
分
権
が
進
め
ら
れ

重
点
施
策
に
は
十
五
億
六
千
六
百
万
円

を
か
け
、
主
な
事
業
は
次
の
通
り
で
す
。 

①
花
と
水
の
交
流
圏
づ
く
り
（
大
野
山

桜
の
里
づ
く
り
、河
村
城
址
散
策
道
整
備
）

②
水
源
地
域
交
流
の
里
づ
く
り
（
箒
杉
公

園
整
備
工
事
）③
町
内
循
環
バ
ス
運
行（
循

環
バ
ス
購
入
、
運
行
委
託
）
④
介
護
予
防
・

地
域
支
え
あ
い
（
配
食･

会
食
サ
ー
ビ
ス
、

移
送
サ
ー
ビ
ス
、
運
動
指
導
等
）
⑤
介
護

老
人
保
健
施
設
整
備
⑥
小
児･

幼
児
医
療

助
成
（
３
才
児
小
児
医
療
、
４
〜
５
才
児

医
療
給
付
費
）
⑦
町
史
編
さ
ん
⑧
文
化
財

保
護
施
設
整
備
（
河
村
城
跡
発
掘
調
査
報

告
書
、
河
村
城
跡
史
跡
整
備
工
事
・
設
計

監
理
等
）
⑨
防
災
設
備
等
維
持
管
理
（
防

災
無
線
屋
外
子
局
更
新
工
事
、
防
災
無
線

連
絡
通
話
機
工
事
）
⑩
防
災
対
策
（
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
機
器
購
入
、
自
主
防
災
組
織

助
成
、
戸
別
受
信
機
助
成
等
） 

 

一
般
会
計
は
45
億

6372
万
円 

.4

は
前
年
度
交
付
実
績
の
六
億
千
百
万
円
、

三
位
一
体
改
革
に
よ
る
税
源
移
譲
分
と
し

て
の
所
得
譲
与
税
、
配
当
割
交
付
金
、
株

式
譲
渡
割
交
付
金
は
あ
わ
せ
て
六
千
二
百

万
円
で
す
。
歳
入
の
内
訳
と
性
質
別
歳
出

内
訳
は
別
表
の
通
り
で
す
。
ま
た
、
自
主

財
源
比
率
は
60
％
で
す
。（
表
中
青
で
塗

り
つ
ぶ
し
た
項
目
） 

 

特
別
会
計
は
34
億

455
万
円 

前
年
度
比
5.1
％
減 

国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
医
療
、
災

害
給
付
見
舞
、
下
水
道
、
山
北･

共
和･

三

保
の
各
財
産
区
、
介
護
保
険
、
商
品
券
の

９
特
別
会
計
の
合
計
は
三
十
四
億
四
百
五

十
五
万
円
で
、
減
額
の
主
な
も
の
は
下
水

道
工
事
が
進
ん
だ
事
で
す
。 

水
道
事
業
は
２
億

6628
万
円 

前
年
度
比
0.4
％
増 

平
山
地
区
の
町
営
水
道
へ
の
統
合
に
よ

り
、
給
水
収
益
が
増
額
と
な
っ
た
た
め
前

年
度
比
0.4
％
の
増
額
予
算
と
な
り
ま
し

た
。 

:千円） 

構成比 
4 44.2% 
0 2.3% 
0 15.8% 
7 1.2% 
4 3.6% 
9 9.6% 
5 5.0% 
0 2.5% 
2 2.0% 
4 8.3% 
1 5.5% 
6 100.0% 

会計性質別歳出内訳

79

債費
653

 400

投資的経費

 730 繰出金
 541

479 1,636

その他
 1,680

合計

４,５６４

合計

５,２６９

（単位:百万円）


